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生
物
多
様
性
と
い
う
言
葉
を
耳
に
す
る
機
会
は
増
え
て
き
た
。
た
だ
、
そ
の

意
味
、
問
題
を
き
ち
ん
と
理
解
で
き
て
い
る
人
は
ま
だ
多
く
な
い
と
思
わ
れ
る
。 

　「
生
物
多
様
性
の
保
全
」
は
、
地
球
温
暖
化
の
防
止
と
と
も
に
、
私
た
ち
人
間

が
地
球
上
に
お
い
て
持
続
可
能
な
生
活
を
送
っ
て
ゆ
く
う
え
で
、
ひ
じ
ょ
う
に

重
要
な
問
題
で
あ
る
。
今
年
の
10
月
に
は
、
愛
知
県
名
古
屋
市
に
お
い
て
、
生

物
多
様
性
条
約
第
10
回
締
約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
）
が
開
催
さ
れ
る
予
定
で
あ

り
、
地
球
温
暖
化
問
題
と
同
じ
よ
う
に
、
問
題
に
対
す
る
国
際
的
な
取
り
組
み

の
枠
組
み
が
議
論
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。 

　
今
回
の
特
集
で
は
、
こ
の
「
生
物
多
様
性
の
保
全
」
に
焦
点
を
当
て
、
そ
の
本

質
的
な
意
味
を
考
え
る
と
と
も
に
、
私
た
ち
生
活
者
が
自
分
が
住
む
地
域
近
隣

の
人
々
を
は
じ
め
、
行
政
、
研
究
者
・
専
門
家
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
企
業
等
と
連
携
し
な

が
ら
、
こ
れ
に
い
か
に
対
処
し
、
地
球
規
模
で
の
持
続
可
能
な
社
会
を
構
築
し

て
ゆ
く
べ
き
か
を
問
い
か
け
る
も
の
と
し
た
。 

      

　
１
９
９
２
年
に
ブ
ラ
ジ
ル
の
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
で
開
催
さ
れ
た
国
連

環
境
開
発
会
議
（
地
球
サ
ミ
ッ
ト
）
に
お
い
て
、
気
候
変
動
枠
組
み
条
約
と

と
も
に
、
生
物
多
様
性
条
約
が
採
択
さ
れ
、
１
６
８
カ
国
が
条
約
に
署
名
し

た
。
条
約
は
93
年
に
発
効
し
、
２
０
０
９
年
12
月
現
在
、
日
本
を
含
む
１
９

２
カ
国
と
Ｅ
Ｕ
が
こ
の
条
約
に
加
盟
し
て
い
る
。
米
国
は
批
准
せ
ず
、
加
盟

も
し
て
い
な
い
。
同
条
約
の
中
で
は
、
生
物
多
様
性
は
、
種
内
の
遺
伝
子
の

多
様
性
、
種
の
多
様
性
、
生
態
系
の
多
様
性
の
３
つ
の
レ
ベ
ル
の
多
様
性
を

保
全
す
る
必
要
性
が
指
摘
さ
れ
た
。
日
本
は
93
年
に
生
物
多
様
性
条
約
を

批
准
し
、
こ
の
条
約
の
履
行
を
担
保
す
る
た
め
の
国
内
法
と
し
て
、
２
０
０

８
年
６
月
に
生
物
多
様
性
基
本
法
が
成
立
・
施
行
さ
れ
た
。
生
物
多
様
性
条

約
は
、
締
約
国
が
生
物
多
様
性
国
家
戦
略
を
策
定
す
る
よ
う
求
め
て
お
り
、

日
本
で
は
95
年
に
第
一
次
、02
年
に
第
二
次
、07
年
に
第
三
次
戦
略
が
閣
議

決
定
さ
れ
た
。 「

生
物
多
様
性
の
保
全
」
に
関
す
る

国
内
外
で
の
議
論
・
取
り
決
め
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世
界
各
地
で
生
物
多
様
性
に
関
す
る
深
刻
な
状
態
が
発
生
し
て
い
る
。
生
物
多

様
性
は
、
以
下
の
よ
う
な
様
々
な
要
因
に
よ
り
損
な
わ
れ
る
と
さ
れ
る
。
私
た
ち

人
間
は
そ
の
保
全
に
重
要
な
役
割
を
担
う
。
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
、
私
た
ち
の

近
代
生
活
と
そ
れ
に
伴
う
生
活
環
境
の
整
備
が
、
生
物
の
生
態
系
を
乱
し
、
彼
ら

の
生
命
を
脅
か
す
き
っ
か
け
を
つ
く
っ
て
き
た
と
言
え
る
。 

 

　   

人
間
活
動
や
開
発
に
よ
る
危
機 

　
人
間
活
動
や
開
発
行
為
に
よ
り
、
直
接
的
な
生
物
の
過
剰
採
取
や
生
息
地
の
減

少
に
よ
り
さ
ら
さ
れ
る
危
機
で
あ
る
。
生
息
地
が
失
わ
れ
る
こ
と
は
、
種
の
減
少

の
大
き
な
要
因
で
あ
り
、
ひ
い
て
は
絶
滅
が
危
惧
さ
れ
る
。 

　 　   

人
間
の
里
地
・
里
山
等
の
手
入
れ
不
足
に
よ
る
危
機 

　
様
々
な
形
で
人
間
の
手
が
加
わ
る
こ
と
に
よ
り
も
た
ら
さ
れ
る
か
く
乱
に
よ
り

特
有
の
多
様
性
が
均
衡
・
維
持
さ
れ
て
き
た
自
然
の
生
態
系
が
、
農
業
形
態
や
生

活
様
式
の
変
化
等
に
よ
り
人
間
の
手
が
加
わ
ら
な
く
な
る
こ
と
に
よ
る
危
機
で
あ

る
。
里
地
・
里
山
等
で
は
、
人
間
活
動
の
減
少
、
そ
の
よ
う
な
手
入
れ
不
足
に
よ
る

環
境
の
質
の
変
化
が
生
物
多
様
性
を
脅
か
す
危
機
が
広
が
っ
て
い
る
。 

 

　   

人
間
に
よ
り
持
ち
込
ま
れ
た
外
来
生
物
に
よ
る
危
機 

　
人
間
活
動
に
よ
っ
て
、
意
図
的
あ
る
い
は
非
意
図
的
に
種
が
本
来
の
生
息
地
を

越
え
て
別
の
地
域
に
持
ち
込
ま
れ
、
そ
こ
で
定
着
し
た
場
合
、
そ
の
地
域
の
生
態

系
を
か
く
乱
し
、
在
来
種
を
絶
滅
さ
せ
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
外
来
生

物
に
よ
る
危
機
で
あ
る
。 

 

　   

環
境
汚
染
に
よ
る
危
機 

　
人
間
活
動
に
伴
う
様
々
な
環
境
汚
染
は
生
物
の
生
存
へ
の
大
き
な
脅
威
と

な
っ
て
い
る
。
と
く
に
、
影
響
に
つ
い
て
未
解
明
な
部
分
が
あ
る
化
学
物
質

の
使
用
は
、
私
た
ち
が
気
づ
か
な
い
ま
ま
に
生
態
系
に
悪
影
響
を
与
え
て
い

る
可
能
性
も
あ
る
。 

 

　   

地
球
温
暖
化
に
よ
る
危
機 

　
生
物
多
様
性
は
気
候
変
動
に
対
し
て
と
く
に
脆
弱
で
あ
り
、
種
の
絶
滅
や
生

態
系
が
か
く
乱
さ
れ
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
る
。
国
際
的
な
組
織
で
あ
る
「
気
候
変

動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
）」
は
、
平
均
気
温
が
２
℃
上
昇
す
る

と
多
く
の
生
態
系
が
か
く
乱
さ
れ
て
深
刻
な
影
響
が
あ
る
と
予
想
し
て
い
る
。 

     

　   

問
題
の
重
要
性
の
認
識 

　
人
間
は
生
物
多
様
性
を
構
成
す
る
一
要
素
と
し
て
、
多
様
な
生
物
と
共
生
し
、

ま
た
日
々
自
然
の
生
態
系
か
ら
多
く
の
恵
み
（
生
態
系
サ
ー
ビ
ス
）
を
受
け
て
衣

食
住
、
豊
か
な
生
活
を
築
い
て
き
た
が
、
そ
の
問
題
の
重
要
性
に
つ
い
て
は
、
近

年
そ
の
危
機
が
語
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
は
じ
め
て
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
て

き
た
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
生
物
多
様
性
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
は
、
私
た
ち
人

間
社
会
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
深
刻
な
問
題
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
た
。
人

間
中
心
の
価
値
観
で
日
々
の
生
活
に
没
頭
し
て
い
る
と
、
自
然
や
そ
こ
に
住
む

生
物
の
変
化
と
そ
れ
に
よ
る
問
題
の
大
き
さ
を
感
覚
で
き
な
い
た
め
、
事
態
の

深
刻
さ
が
増
し
て
か
ら
気
づ
く
こ
と
に
な
る
。
生
物
多
様
性
の
問
題
も
、
地
球
温

暖
化
問
題
と
同
様
に
、
一
人
ひ
と
り
が
認
識
を
深
め
、
そ
し
て
多
く
の
人
々
の
共

通
認
識
に
広
げ
て
ゆ
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。 

　
生
活
者
が
問
題
へ
の
認
識
を
深
め
る
た
め
に
は
、
知
識
を
習
得
し
、
多
種
多
様

な
生
命
と
の
つ
な
が
り
が
実
感
で
き
る
体
験
を
す
る
学
習
機
会
が
求
め
ら
れ
る
。

と
く
に
現
代
の
子
供
た
ち
に
と
っ
て
、
自
然
体
験
学
習
の
意
義
は
大
き
い
。
子
供

の
頃
の
様
々
な
「
い
の
ち
」
と
の
つ
き
合
い
の
体
験
は
、
大
人
に
な
っ
て
か
ら
の

1234

51

「
生
物
多
様
性
の
保
全
」
の
危
機
を
招
く
要
因

　
―
問
題
の
所
在
―

私
た
ち
生
活
者
が
取
り
組
ん
で
ゆ
き
た
い
こ
と
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考
え
方
、
行
動
を
左
右
す
る
。 

　
私
た
ち
の
日
々
の
生
活
の
周
囲
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
注
意
し
て
見
直
し
て
み

て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
そ
う
す
る
と
、
生
物
多
様
性
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
具
体

的
な
問
題
に
気
づ
い
て
ゆ
く
。
屋
外
を
歩
き
、
少
し
時
間
を
と
っ
て
草
木
、
花
や

鳥
、
そ
の
他
の
生
き
物
に
目
を
近
づ
け
て
み
る
。
身
近
に
あ
る
自
然
と
生
物
を
観

察
す
る
こ
と
に
よ
り
、
彼
ら
の
息
吹
、
表
情
に
気
づ
き
、
そ
の
い
の
ち
の
大
切
さ
を

意
識
す
る
よ
う
に
な
る
。
私
た
ち
が
幼
い
頃
、
あ
る
い
は
ほ
ん
の
10
年
程
前
に
身

近
に
い
た
生
物
の
姿
は
今
で
も
見
つ
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。 

　
こ
の
よ
う
に
し
て
、
よ
り
多
く
の
人
々
が
情
報
や
体
験
か
ら
考
え
、
自
身
の
目

を
養
い
、
生
物
多
様
性
の
問
題
に
積
極
的
に
関
わ
っ
て
ゆ
く
こ
と
が
問
題
へ
の
対

処
に
前
進
す
る
こ
と
に
な
る
。 

 

　   

情
報
・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
整
備
と
活
用
・
伝
承 

　
生
物
多
様
性
の
実
態
に
関
す
る
情
報
や
科
学
的
デ
ー
タ
が
、
行
政
、
専
門
機
関

や
学
識
者
等
に
よ
り
整
え
ら
れ
る
こ
と
が
、
先
に
述
べ
た
「
問
題
の
重
要
性
の
認

識
」
と
対
応
行
動
の
基
本
と
な
ろ
う
。
生
物
の
「
遺
伝
子
」「
種
」「
生
態
系
」
の
多

様
性
は
、
ひ
じ
ょ
う
に
敏
感
な
も
の
で
あ
る
。
善
意
で
あ
っ
て
も
、
正
し
い
情
報
と

デ
ー
タ
の
理
解
に
基
づ
か
な
い
不
用
意
な
活
動
に
よ
っ
て
、
生
物
多
様
性
が
急
速

に
損
な
わ
れ
て
ゆ
く
場
合
も
あ
る
。 

　
多
く
の
機
関
や
方
々
の
尽
力
に
よ
り
、「
生
物
多
様
性
の
保
全
」
の
重
要
性
に
関

連
し
て
、
例
え
ば
幾
つ
か
の
生
命
体
の
絶
滅
や
、
こ
こ
何
年
か
の
間
に
ど
の
程
度

の
種
の
絶
滅
が
見
ら
れ
る
か
等
の
数
字
が
紹
介
さ
れ
て
き
て
い
る
。
言
う
ま
で
も

な
く
こ
れ
ら
は
ひ
と
つ
の
重
要
な
デ
ー
タ
で
あ
る
が
、
数
字
の
見
方
に
は
様
々
な

意
見
が
あ
り
、
時
間
も
か
か
ろ
う
が
こ
れ
か
ら
補
強
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。 

　
地
域
の
気
候
や
風
土
は
様
々
で
あ
る
。
地
域
に
よ
っ
て
固
有
の
種
も

多
い
た
め
、
一
般
的
な
情
報
・
デ
ー
タ
と
と
も
に
、
地
域
に
お
い
て
協

力
体
制
を
敷
き
、
貴
重
な
地
域
資
源
を
後
世
に
伝
え
て
ゆ
く
た
め
の
情

報
や
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
整
備
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
伝
統
野
菜
等

も
含
め
、
そ
の
土
地
固
有
の
多
様
な
生
物
体
が
ど
の
よ
う
な
地
域
の
文

化
、
生
物
間
の
つ
な
が
り
に
よ
っ
て
い
の
ち
を
保
っ
て
い
る
の
か
等
も
、
調
査

し
、
後
世
に
伝
え
て
ゆ
く
べ
き
地
域
の
情
報
、
デ
ー
タ
で
あ
る
。 

     

　
ア
メ
リ
カ
人
の
海
洋
生
物
学
者
レ
イ
チ
ェ
ル
・
カ
ー
ソ
ン
は
、
１
９
６
２
年

に
出
版
し
た
著
書
『
沈
黙
の
春
』
に
お
い
て
人
間
活
動
に
よ
る
自
然
の
生
態
系

へ
の
影
響
と
人
間
の
未
来
を
問
い
か
け
、「
地
球
は
自
分
た
ち
人
間
だ
け
の
も
の

で
は
な
い
」
と
語
り
、
さ
ら
に
１
９
６
５
年
に
出
版
し
た
著
書
『
セ
ン
ス
・
オ

ブ
・
ワ
ン
ダ
ー
』
に
お
い
て
、
子
供
た
ち
に
神
秘
さ
や
不
思
議
さ
に
目
を
見
張
る

感
性
を
持
ち
続
け
さ
せ
る
こ
と
の
重
要
性
を
語
っ
て
い
る
。
現
代
に
生
き
る
私

た
ち
は
、
整
備
さ
れ
つ
つ
あ
る
科
学
的
知
見
、
情
報
に
よ
り
認
識
を
深
め
、
自
ら

行
動
す
る
と
と
も
に
、
子
供
た
ち
の
五
感
を
刺
激
す
る
自
然
体
験
学
習
等
に
よ

る
「
生
物
多
様
性
の
保
全
」
の
た
め
の
積
極
的
な
取
り
組
み
を
進
め
た
い
。 

　
今
年
の
２
０
１
０
年
は
「
国
際
生
物
多
様
性
年
」、
ま
た
10
月
に
は
「
生
物
多

様
性
の
保
全
」
に
関
す
る
Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
が
名
古
屋
市
に
お
い
て
開
催
さ
れ
る
こ
と

も
あ
り
、
私
た
ち
人
間
が
地
球
温
暖
化
問
題
と
と
も
に
真
剣
に
取
り
組
む
べ
き

問
題
と
し
て
、「
生
物
多
様
性
の
保
全
」
を
本
号
の
特
集
テ
ー
マ
と
し
て
取
り
上

げ
た
。
識
者
の
方
々
に
よ
る
様
々
な
視
点
に
よ
る
論
考
や
、
既
に
具
体
的
な
取

り
組
み
が
行
な
わ
れ
て
い
る
事
例
等
を
参
考
に
し
て
い
た
だ
き
、
こ
の
問
題
へ

の
一
層
の
理
解
と
保
全
活
動
に
活
か
さ
れ
る
こ
と
を
願
う
も
の
で
あ
る
。 

　
私
ど
も
Ｃ
Ｅ
Ｌ
は
、
中
長
期
的
な
視
点
か
ら
「
持
続
可
能
な
生
活
・
社
会
づ
く

り
」
を
目
指
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
、
住
ま
い
・
生
活
、
都
市
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
領
域
に
お
け
る
研
究
、
実
践
活
動
と
発
信
・
提
言
を
行
な
っ
て
い
る
。
私
た
ち

人
間
が
持
続
可
能
な
生
活
・
社
会
を
築
く
う
え
で
不
可
欠
な
自
然
と
の
共
生
、

「
生
物
多
様
性
の
保
全
」
に
関
し
て
も
、
引
き
続
き
有
益
な
情
報
発
信
と
提
言
を

続
け
て
ゆ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。 
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